












































































































田他訳 2003。原題は“The Predicament of 
Culture: Twentieth-Century Ethnography, 






化を書く』（春日・他訳 1996 原題は“Writing 

























































氏と会ったのはアートルが JET プログラム（The 

















学金沢セミナー」（2010 年 2 〜 3 月）の運営で、セミナーゲスト講師の山下晋
司氏に会うためにアートルが懇親会に参加した時であったと記憶している。そ
の時はアートルが上述のようなバックグラウンドを持ち、日本考古学に関心





















る hpgrp Gallery New York にて、2013 年 3




行った。その様子は Yoshida and Ertl 2017 を
参照。
NPO 団体“Jomonism”　内閣府のデータベー
























































　2013 年の 11 月から 2016 年末にかけて、上記の方針のもと、6 回のセミナー
を開催した。第 4 回からは、「考古学と現代社会」セミナーシリーズと銘打っ
ているが、第 1 回に遡って同一のシリーズとする。以下に各回の概要を述べる。




　第 3 回の「現代『日本』考古学」、第 4 回の「多様性・持続可能性と考古学」
では、英語圏における日本考古学批評の先達との対話をとおして、日本考古学
の問題点を再認識した。









たが、2013 〜 2016 年の日本考古学の Ethnography としての意味合いも持たせ
る意図もあって、「対話」セクションも重視した。
　“Ethnography of Archaeology” というコンセプトは先行事例があるが（Edge-
























“Alternative Archaeologies: Nationalist, Colonialist, Imperialist” (1984) を皮切りに、
英文論文を中心に課題論文とし、2016 年末までに 15 回開催した。
セミナーシリーズと 2013 〜 2016 年












ルと筆者は、安芸氏が 2016 年夏の第 8 回世界考古学会議京都大会（The Eighth 
World Archaeological Congress、略称 WAC-8 Kyoto）での Art & Archaeology イ
ベント開催のコンセプトを練る目的もあって設立した Kyoto Art & Archaeology 
Forum に、数回参加することになった。この活動は WAC-8 会期中に建仁寺両
















と別れたが、それは 2014 年 3 月に同プログラムの学生一部を引率しての研修
旅行という形で実現し、さらに筆者はセインズベリー日本藝術研究所の日本考






連合（IUPPS: International Union of Prehis-


























分析概念として提示した。第 2 回の「歴史復元画と考古学」では、第 1 回のキー
ワードを分析概念として引き継ぎつつ、復元画に不可避的に含まれる詩学と政
治性（Poetics and Politics）にも言及した。




































日時　2014 年 3 月 15 日
場所　石川四高記念文化交流館　多目的利用室 3
１．溝口孝司 *（九州大学）「現代日本の考古学、社会、アイデンティティ」












日時　2015 年 1 月 24 日







日時　2016 年 12 月 17 日
場所　石川四高記念文化交流館　多目的利用室 2
１．吉田泰幸（金沢大学国際文化資源学研究センター）「縄文と現代日本のイデオロ
ギー」
２．大塚達朗 *（南山大学）「消費される縄紋文化」
３．対話「ハイパー縄紋文化の難点」
